
　 海水が満ちたり、引いたりすることで陸と海になるこ

とを繰りかえす場所です。

　砂州･岩場･転石帯･藻場などのいろいろな環境があ

り、それぞれの場所にたくさんの生きものが生活して

います。

干潟とは？
ひ がた

　 沖縄ではサンゴ礁などにかこまれ、波がほとんど

ない場所のことを内湾といいます。礁湖(ｲﾉｰ)ともよ

ばれ、古くから魚や貝をとったりする人々 の生活とか

かわりの深い場所です。それとは反対に外海とは、

波の影響を強く受ける場所のことです。

内湾と外海とは？
ないわん そとうみ

泥干潟
どろ ひ がた

海草藻場･海藻藻場
うみくさ かいそう も ばも ば

転石帯
てんせきたい

岩場
いわ ば

砂州
さ す

リー フエッジ

(サンゴ礁の縁)
しょう ふち

外 海
そと うみ

内 湾
ない わん

沖へ干潟へ

干潟とは・・・
ひ がた

沖縄市の泡瀬にある

ｲｿｱﾜﾓﾁ

ｶｻﾉﾘ

ｲｿｽｷﾞﾅ

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ

ﾀﾏｶﾞｲ

砂ぢゃわん
(ﾀﾏｶﾞｲの卵)

ｱﾅﾀﾞｺ
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ

ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ

干 潟
ひ がた

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ

大きな魚

鳥のなかま

干
潟
の
外
へ

干
潟
へ

潮が引いている時
干潟でエサを食べる

潮が満ちている時

潮が引いている時潮が満ちている時
干潟でエサを食べる



干潟の仕組み
ひ がた し く

－自然の浄化場－
じょう　か　じょう

ナマコのなかま

ミナミコメツキガニなど
　　　の小さなカニのなかま

ゴカイなどのなかま

カラッパなど
　　の大きなカニのなかま

アナダコ 大きな魚

ふんや汚れをいら
ない海水といっしょ
にはきだします。

出水管
しゅっすいかん

シレナシジミなどの貝のなかま

汚
れ
た
水

き
れ
い
な
水

　潮干狩りなど　
しお ひ が

エサや汚れが混
ざった海水を取
りこみます。

入水管
にゅうすいかん

砂つぶ ケイ藻
そう

海水中の栄養分を
使ってケイ藻がふえ
る。

ケ
イ
藻
な
ど
を
食
べ
る

汚れた水 きれいな水 鳥
(シギ･チドリ･サギなど)

干潟
ひ がた

食
べ
る

人間が食べる

食
べ
る

陸へ

沖へ

陸へ

栄養分

生活雑排水
ざっぱい

栄養分

陸

栄
養
分
を
た
く
さ
ん
ふ
く
ん
だ
水

釣りや
漁などで
採取

枯葉 生きもの
　　　の死がい

天然の栄養分
てんねん えいようぶん

動物のふん
かれ

陸へ

干
潟
の
外



泥干潟

海
潮が引いた時の水位潮が満ちた時の水位

　 大きさが0.02～0.002㎜くらいのとても細かい泥がたくさん積もってできている湿

地のある場所です。泥干潟は川から流れてくる栄養分が豊かで、たくさんの生きも

のがすんでいます。干潟の表面にはたくさんの小さな穴があいていて、その中に

は貝やカニ、ゴカイなどの小さな生きものがすんでいます。潮が引くと泥干潟の上

にはカニのなかまやミナミトビハゼなどの生きものが姿をみせ、エサを食べたりし

ています。

泥干潟とは？
ひ がたどろ

泥干潟とは・・・
どろ がたひ

ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ

ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ

ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ

ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ

ｺﾞｶｲのなかま

魚の子どものむれ

ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ

ヨシ
ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ

ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ

マングロー ブ

生きものの巣穴

生きものの巣穴

ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ
　　　　　のつか(巣)



潮だまり
しお

潮だまり
しお

転石帯とは・・・
てん せき たい

転石帯とは？
せきてん たい

　大きめの石がゴロゴロ転がっている場所です。泡瀬干潟では

むかしはサンゴだったものが、死んで石になったものが多く転

がっています。石の表面や穴、石の下にはたくさんの生きものが

生活しています。大きな石をみつけたら、注意して観察してみて

ください。カニなどがかくれている石には上下があります。石を

ひっくり返して観察したら、もとにもどしましょう。

ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ

ｱﾅﾀﾞｺ

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ

ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ

ｹﾌﾞｶｶﾞﾆﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ

　小さなタコで、すりば
ちの様な巣穴をほっ
てすんでいます。

　トゲの先が白く
なっています。

　毛むくじゃらのカニです。　はさまれるといたいよ。

ふたがあるサザエの
なかまでおいしいよ。



岩場
いわ ば

潮だまり
しお

岩場とは？
ばいわ

　海岸付近で、むかしはサンゴ礁であった

場所が海面より上に高くもりあがって、サン

ゴが岩のようになった陸地のことです。岩

の表面はもちろん、すきまや穴にカニや貝

などの多くのいきものがすんでいます。海

水が満ちてくると海の中にしずんでしまい

ますが、海水面より高い所はしずまずに陸

上へ出ています。

岩場の生きもの
ばいわ

　フジツボやカキなどの岩場にはりついている生きもの

は、一度、岩場からはずすと二度とくっつかなくなってし

まいます。むやみに岩場からはずさず、そうっと観察す

るようにしましょう。

ﾐﾅﾐｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ

ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸのなかま

ｲｿｱﾜﾓﾁ

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ

ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ

ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘｶﾞｲ

ﾚｲｼｶﾞｲ

ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ

　体全体で岩の表
面にしっかりとくっ
ついています。

　足糸(そくし)とい
う糸をたくさん出し
て岩の表面にくっ
ついています。岩
場に密集して生活
しています。

　白と黒のごま
だらもようをして
います。岩の割
れ目などにすん
でいます。

　潮だまりにすんでいま
す。びっくりすると砂の中
に引っこんでしまいます。
どくを持っているものもい
るので、素手ではさわら
ないようにしましょう。

　岩の割れ目などにすむ貝
で、ほかの貝の貝ガラに穴
をあけて、中身を食べる肉
食の貝です。　ﾀｶﾗｶﾞｲのなかまで、

岩の割れ目などにす
んでいます。背中のｵ
ﾚﾝｼﾞ色の輪が目印で
す。ほかにもﾀｶﾗｶﾞｲの
なかまがたくさんすん
でいます。

ｵﾚﾝｼﾞ色
　　　　の輪

　姿はまったくちがいますが、ｴ
ﾋﾞやｶﾆのなかまです。富士山に
にていることから｢ﾌｼﾞﾂﾎﾞ｣とよ
ばれています。

岩場とは・・・
いわ ば



　 潮の流れによってとても細かい砂がつみかさなってできた場所です。

足ぶみをすると簡単にヒザの下までうまっていくように、下の方まで砂

がたまっています。砂州の表面をよくみるとミナミコメツキガニやゴカイ

などの生きものの巣穴や鳥の足あとなどをみることができます。

砂州とは？

砂州とは・・・
さ す

(二枚貝のなかま)
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ

ｼｷﾞのなかま

ｺﾞｶｲのなかま

ｺﾞｶｲの巣穴

ｱﾅｴﾋﾞ
　　のなかま



海草藻場とは・・・
かい そう も ば

海草藻場とは？
そうかい も ば

　海底に海草や海藻がおいしげっている所で、泡瀬干潟では海底が砂地でできている所で

よくみられます。そこにはいろいろな海草や海藻がはえ、その海草や海藻をエサとしたり、

隠れ場所とする生きものがたくさんすんでいます。特に魚の子どもなどには、大切な隠れ場

所となっています。潮が引いても、潮だまりとなって海水が残っています。

ｽｼﾞﾎｼﾑｼ

ｸﾓｶﾞﾆ

ｸﾛﾅﾏｺ

ｶｻﾉﾘ

ｳﾐﾋﾙﾓ

ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ

ｶﾗｯﾊﾟ

ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ

ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ

魚の子ども
ｲｿｽｷﾞﾅ

ﾜﾚｶﾗ

　体の表面に砂が
くっついています。

　体の表面に砂が
くっついていません。

　海草によくくっ
ついています。

　松の葉っぱのよう
に細い葉っぱです。

　砂の中の小石な
どに足糸とよばれ
る細い糸でくっつ
いています。一度
とると二度とくっつ
きません。見つけ
てもむやみにとら
ないでね。



潮だまり
しお

白い砂

黒い砂

潮だまり
しお

海

　表面の白い砂をほると、黒い砂が出てきます。
黒い砂はどんなにおいがするのか、においを
かいでみましょう。

波打ちぎわとは？
うなみ

　波が打ちよせる所で、満潮や干潮の時間

にあわせて波打ちぎわは変わります。満潮

の時の波打ちぎわには、海草や海藻、魚

などの動物のしがいが打ち上げられてい

ます。ですから、それらをエサとして食べる

生きものがたくさんすんでいます。また、波

打ちぎわの表面の砂は白色ですが、ちょっ

と砂をほると黒色をしています。

波打ちぎわとは・・・
なみ う

ﾂﾉﾒｶﾞﾆ

ﾀﾏｶﾞｲ

砂ぢゃわん
(ﾀﾏｶﾞｲの卵)

ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ

　冬(2～3月)には、転石や岩の上にｱ
ｵｻがみられます。

ﾏｻｺﾞﾊｾﾞ

ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ

ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ
(ﾔﾄﾞｶﾘのなかま)

ﾖｺｴﾋﾞ･ﾄﾋﾞﾑｼ
　　　　のなかま

　打ち上げられた海草
や海藻、動物のしがい
などを食べています。
海草や海藻を持ち上
げるとピョンピョンとび
はねます。

　ｵｽは目の先に角があります。
とても足が速いｶﾆです。

(二枚貝のなかま)
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ

ﾌｻｺﾞｶｲのなかま
　細い糸のようなものを
砂の上に出し、エサを
食べています。

　ﾂﾉﾒｶﾞﾆは昼間は、
穴の中にかくれてお
り、夜に巣穴から出
て、ｴｻを食べます。

　波によって打ち
上げられた海草
や海藻

波が打ち寄せた跡



川

海

●

●

●

マングロー ブ林ヨシ

汽水域
川の水と海の水がまざりあっている
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泥干潟
どろ　ひ　がた
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○：川の水

●：海の水

●

●

●

　 河口などで潮の満ち引きによって川の水と海の水が

まざる所を汽水域といいます。細かい泥がたまりやすく、

泥干潟ができ、そこには塩水に強いアシのなかまやマン

グロー ブなどの植物がはえています。沖縄市では、比屋

根湿地や海邦町にある水路などがそうです。　

汽水域とは？
き すい いき

　 汽水域には大きな魚などが入ってこず、またエサが

多いので、たくさんの生きものがみられます。海にいる

カニやエビ、魚なども弱い子どもの時期をこのような汽

水域ですごしているので、とても大切な場所です。

汽水域にすむ生きもの
き すい いき

汽水域とは・・・
き いきすい

ｵｷﾅﾜﾌｸﾞ

ｺﾄﾋｷ

ｺﾎﾞﾗ

ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ

ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ(ﾀﾏﾝ)の子ども

魚の子ども

ｴﾋﾞやｶﾆの子ども

ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ



満潮の時の
海面の高さ

干潮の時の
海面の高さ

　 ふつうの植物は海水につかると枯れてしまいますが、

沖縄などのあたたかい地域の河口などには、マング

ロー ブとよばれる海水につかっても枯れない植物が生

えています。ここに紹介したオヒルギ、メヒルギ、ヤエヤ

マヒルギの3種類は、比屋根湿地で見ることができるマ

ングロー ブを代表する植物で、1990年(平成2年)ごろに

人によって植えられたものです。

マングロー ブとは？マングローブとは・・・
－ヒルギのなかまの見分け方－

葉の先は
丸くなっている

葉

葉の先は
とがっている

葉

葉

葉の先に
ﾊﾘのような
突起がある

花

花

花

種子
(たね)

種子
(たね)

種子
(たね)

黄色の花びらで、
がくが赤い。

白色の花
をつける

白色の花びらで、
内側に細い毛がはえる

根 根

根

幹の下のほうから短
い支柱根をだし、地
中の根からはひざの
ような形の呼吸根を
たくさんだします。

幹の下の方や太い
枝から、タコの足のよ
うにおれまがった支
柱根をたくさんだしま
す。

幹の下の方から短い
支柱根をだします。

支柱根(しちゅうこん）とは、植物が立っていられるように、植物の体をささえる根のことで、
呼吸根（こきゅうこん)とは、泥の中から空気中にでて、呼吸をしている根のことです。

泡瀬の海岸
でよくみかけます。

ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞ

ｵﾋﾙｷﾞ
(ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞ)

ｵﾋﾙｷﾞはがくが赤く目立つ
ことから、ｱｶﾊﾞﾅﾋﾙｷﾞとも
よばれています

ﾒﾋﾙｷﾞ

だ円形

長いだ円形

卵を逆さに
した形



　 沖縄ではいろいろな鳥をみることができますが、こられの鳥たちの多くは一年中み

られるわけではありません。これらの鳥の多くは渡り鳥といって、子育てや寒さをしの

ぐために、日本から遠くはなれた場所から渡ってきています。渡ってくる時期の違い

により夏鳥や冬鳥とよばれています。また、一年中沖縄で生活している鳥を留鳥

(りゅうちょう)とよびます。泡瀬干潟で鳥をみつけたら、観察してみてください。

渡り鳥とは？
わた どり

渡り鳥とは・・・
どりわた

ｺｱｼﾞｻｼ

ｾｲﾀｶｼｷﾞ

沖縄本島

泡瀬干潟

夏鳥
なつ どり

　夏にみられる鳥で、春に日本より南の熱帯
近くから渡ってきて日本で子育てをし、秋には
南の地域にもどって冬を過ごす鳥です。

春に南から
沖縄に渡っ
てくる

秋に南に
もどっていく

ｶﾜｾﾐ

ﾒｼﾞﾛ

ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ(ｵｽ)

一年中みられる鳥

りゅう ちょう

留鳥

ﾊｸｾｷﾚｲ

ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ

ﾑﾅｸﾞﾛ

　冬にみられる鳥で、春から夏に日本より北
のシベリアなどで子育てをし、秋に日本にも
どってきて冬を過ごし、春には北の地域へも
どる鳥です。

沖縄本島

泡瀬干潟

秋に沖縄に
渡ってくる

春には北に
もどっていく

ふゆ どり

冬鳥

　比屋根湿地の少し
深い所にいます。足
が長くピンク色で、変
わった姿をしていま
す。

　冬になると運動公
園のプー ルのところ
でたくさん集まって
休んでいるのをみ
ることができます。

　頭が黒く、くちばしは黄色で、先が
黒くなっています。尾はツバメのよう
に長くなっています。

　白と黒が目立ち、尾
を上下にふって歩き
ます。

　くちばしは長くて大きく、
コバルトブルー のきれい
な鳥です。比屋根湿地で
みることができます。

　目の回りが白いことからメジロと
いいます。頭や背中は緑色をして
います。

　オスは頭、胸、背中
は暗い青色で、お腹
は暗い赤色をしてい
ますが、メスは地味
な色をしています。

ﾍﾞﾆｱｼﾞｻｼ

　コアジサシより大きく、くちば
しは全体が赤色で先が黒くな
っています。

　全身が赤色で、くちば
しは太くオレンジ色。背
中に青く光る羽がありま
す。



両側回遊
りょうそくかいゆう

　テンジクカワアナゴは沖縄の河川でよくみられるハゼの

なかまです。沖縄の河川にすんでいる魚には、一生を川

で過ごすのではなく、ある一時期だけ海に出て過ごし、

成長してふたたび川にもどってくるものが多くいます。こ

のように赤ちゃんの時に海へ出て、子どもになるまで成

長した後に、川にもどってきて大人になる生活の仕方を

両側回遊(りょうそくかいゆう）といいます。川にすむ多く

のエビやカニのなかまもこういった生活をしています。

　貝や魚、エビやカニの赤ちゃんは泳ぐ

力がほとんどなく、水中をただよい川や

潮の流れにのって移動しながら生活し

ます。

プランクトン生活(浮遊生活)
ふゆう

テンジクカワアナゴの一生
海と川を行き来する魚のなかま

(生まれた
ばかりの魚)

(魚の赤ちゃん)
し魚

ぎょ

稚魚
ち

(子どもの魚)

ぎょ

成魚
せいぎょ

(大人の魚)
産卵
さんらん

成長
せいちょう

成長
せいちょう

海川

ふ化川底の石の下などに
卵を産みつけます

プランクトン生活をしています

　海でプランクトン生活をしながら、エサ
を食べて稚魚にまで成長し、ふたたび川
にもどって行きます。

成長
せいちょう

成長
せいちょう

生まれたばかりの魚は
流されて下流にむかいます



日本

沖縄

中国

フィリピン

オオウナギの一生
海と川を行き来する魚のなかま

◎なぞだらけのウナギの産卵場
　沖縄の川でみられるオオウナギですが、

沖縄から数千キロもはなれた産卵場まで泳

いでいって卵を産み、その子どもはまた川

にもどってくる生活をしています。しかし産

卵場所、そこまで行く経路など、くわしいこと

はまだよくわかっていません。どのようにし

て一カ所に集まるのかなど、まだまだなぞ

だらけです。

　太平洋上のどこかにある産卵場で生まれ

た赤ちゃんは、レプトケファルスという葉っ

ぱのような形をしており、黒潮にのって流さ

れながら、移動・成長し、その後、シラスウ

ナギとなって川にもどってきます。

　オオウナギのように海で卵を産んで、卵

からかえった子どもが川にもどってくるもの

を降河回遊(こうかかいゆう)といいます。

(ウナギの赤ちゃん)
し魚

ぎょ

(大人のウナギ)
成魚
せいぎょ

産卵
さんらん

太平洋

ふ化

　海でプランクトン生活をし
ながら、エサを食べてシラ
スウナギにまで成長し、川
にもどって行きます。

シラスウナギ
(子どもの魚)

　体の形は親に似ています
が、体はとうめいです。

親ウナギ

成長
せいちょう

？

大移動

大移動

大移動

黒潮

　太平洋上にある産卵場へ集まる。

(ウナギの赤ちゃん)
し魚

ぎょ

ウナギの赤ちゃんは、レプトケファルス
という、親とはまったく似ていない形をし
ています。この葉っぱのような形は、海
の流れにのり、移動しやすい形と考え
られています。

シラスウナギ
(子どもの魚)

(大人の
ウナギ)

成魚
せいぎょ

産卵のため
海へ

成長

成長

河川

〈川での生活〉

海



泥干潟
どろ ひ がた

マングロー ブ林

ヨシ原

　貝や魚、エビやカニの赤ちゃんは泳ぐ

力がほとんどなく、水中をただよい潮の

流れにのって移動しながら生活します。

プランクトン生活(浮遊生活)
ふゆう

ミナミトビハゼの一生

ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊﾞｾ
　　　　のｵｽ

産卵
さんらん

ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞの巣穴

ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ
　　　　のﾒｽ

　ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊﾞｾのｵｽはおしりをふりな
がら、尾びれを高く上げ、背びれを
広げて、ﾒｽにﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞをします。
　ﾒｽは巣穴の中で卵を産みます。

(魚の赤ちゃん)
し魚

ぎょ

プランクトン生活をしています

稚魚
ち

(子どもの魚)

ぎょ

成長
せいちょう

(生まれたばかりの魚)

ふ化

海

　海でプランクトン生活をしながら、
エサを食べて稚魚にまで成長し、
ふたたび泥干潟にもどって行きま
す。

成長
せいちょう

成長
せいちょう

成長
せいちょう

　その後一生をすごす泥
干潟にもどってきます。

海へ

ﾒｽは巣穴の天井
に卵を産みつけ
ます。



　貝や魚、エビやカニの赤ちゃんは泳ぐ

力がほとんどなく、水中をただよい川や

潮の流れにのって移動しながら成長し

ます。

プランクトン生活(浮遊生活)
ふゆう

両側回遊
りょうそくかいゆう

　沖縄の河川をのぞいてみるとタナガー (テナガエビ)をよ

くみかけます。川にすむエビのなかまの多くが、一生を川

で過ごすのではなく、ある一時期を海の生きものとして過

ごし、ふたたび川にもどってくる生活をしています。このよ

うに赤ちゃんの時に海へ出て、子どもになるまで成長し

た後に、川にもどってきて大人になる生活の仕方を両側

回遊(りょうそくかいゆう）といいます。川にすむ多くの魚

やカニのなかまもこういった生活をしています。

テナガエビの一生
海と川を行き来するエビのなかま

(生まれたばかりのエビ)
ゾエア幼生

ようせい

(エビの赤ちゃん)

稚エビ
ち

(子どものエビ)

大人のエビ

産卵
さんらん

成長
せいちょう成長

せいちょう

海

川

ふ化

プランクトン生活をしています

　海でプランクトン生活をしながら、エサ
を食べて脱皮をくりかえし、稚エビにまで
成長した後、ふたたび川にもどって行き、
大人のエビになります。

メガロパ幼生
ようせい

成長
せいちょう成長

せいちょう

テナガエビのオスは、
大きくて長いハサミをもっています。



　貝や魚、エビやカニの赤ちゃんは泳ぐ力がほとんどなく、水中を

ただよい川や潮の流れにのって移動しながら成長します。

プランクトン生活(浮遊生活)
ふゆう

　沖縄の河川をのぞいてみると、はさみに毛がたくさん

生えたカニをみかけます。それがモクズガニです。モク

ズガニはいつもは川で生活していますが、産卵の時期

になると、お母さんガニは海に降り、海で産卵し、卵か

らかえった子どもは海で成長して、ふたたび川にもどっ

てきます。これを降川回遊(こうかかいゆう）といいます。

沖縄の川でよくみかけるウナギも子どものころに海で

生活して、ふたたび川にもどってくる生活をしています。

降河回遊
かいゆうこう か

モクズガニの一生
海と川を行き来するカニのなかま

(生まれたばかりのカニ)
ゾエア幼生

ようせい

(カニの赤ちゃん)

産卵
さんらん

ふ化

プランクトン生活をしています

メガロパ幼生
ようせい

稚ガニ
ち

(子どものカニ)

大人のカニ

成長
せいちょう

成長
せいちょう

海

川

　海でプランクトン生活をしなが
ら、エサを食べて脱皮をくりかえ
しながら稚ガニにまで成長し、
ふたたび川にもどって行き、大
人のカニになります。

(秋から冬に海に下って子
どもを海に放します。)

降河
こう か

成長
せいちょう

成長
せいちょう



泥干潟
どろ ひ がた

マングロー ブ林

ヨシ原

　貝や魚、エビやカニの赤ちゃんは泳ぐ

力がほとんどなく、水中をただよい潮の

流れにのって移動しながら生活します。

プランクトン生活(浮遊生活)
ふゆうタイワンアシハラガニ、

　シオマネキのなかまの一生

ｼｵﾏﾈｷのｵｽ

　ｼｵﾏﾈｷのｵｽは大きなﾊｻﾐを上下に
ふって、ﾒｽにﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞします。

海

　海でプランクトン生活をしながら、
エサを食べて稚ガニにまで成長し、
ふたたび泥干潟にもどって行きます。

成長
せいちょう

(生まれたばかりのカニ)
ゾエア幼生

ようせい

(カニの赤ちゃん)
プランクトン生活をしています

ふ化

メガロパ幼生
ようせい

稚ガニ
ち

(子どものカニ)

ふ化

成長
せいちょう

成長
せいちょう

成長
せいちょう

ｼｵﾏﾈｷの稚ｶﾞﾆ

ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ
　　　　　の稚ｶﾞﾆ

ｼｵﾏﾈｷのﾒｽ

ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ
　　　　　　　のﾒｽ 　（一生を過ごす泥干潟をめざします。）

　泥干潟にはいろいろなカ
ニがたくさんすんでいます。
これらのカニは大人になっ
てからほとんどすみ場所を
かえません。
　これらの生きもののほと
んどは卵から赤ちゃんの間、
海をただよいながら、今後
一生をくらす場所をさがして
成長していき、干潟にたど
り着いたら、そこで残りの一
生を送ります。



満潮の時の
海面の高さ

干潮の時の
海面の高さ

塩性湿地の植物とは？
せいえん ちしっ

　塩性湿地(えんせいしっち)とは干潟や河口の汽水域(きすいいき)などの、

満潮の時には海水につかる場所のことをいいます。普通の植物は海水につ

かると枯れてしまいますが、ここで紹介した植物は海水につかっても枯れま

せん。このような植物を塩生植物(えんせいしょくぶつ)といいます。塩生植物

は葉っぱを厚くしたりして海水につかってもだいじょうぶなしくみをもっていま

す。沖縄市では比屋根湿地でみることができます。

塩性湿地の植物
えん せい しっ ち

ハママツナ ソナレシバ

葉

　葉っぱが厚くなって
います。

花

葉
　葉っぱが厚くなって
います。

　ﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋﾕはﾋﾟﾝｸ
色の花がさきます。

　同じなかまのｼﾛﾐﾙｽﾍﾞﾘﾋ
ﾕは白色の花がさきます。

　葉っぱのふちはｷﾞｻﾞ
ｷﾞｻﾞしています。

ミルスベリヒユ

ヒイラギギク

葉

花

　高さ1～2ｍになる背の
低い木です。外国からき
た植物です

ヨシ
　高さ1～4ｍにもなる背
が高い植物です。

　うすいむらさき色の
花がさきます。


	干潟とは
	干潟の仕組み
	泥干潟とは
	転石帯とは
	꥘㐰栰�
	砂州とは
	海草藻場とは
	波打ち際とは
	汽水域とは
	マングローブとは
	渡り鳥とは
	テンジクカワアナゴの一生
	オオウナギの一生
	ミナミトビハゼの一生
	テナガエビの一生
	モクズガニの一生
	タイワンアシハラガニなど
	塩性湿地の植物

